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三界万霊等は石工「川六」が天保13年

（1842年）に製作。鳥取市指定文化財。

十六羅漢石像の施主には淀屋清兵衛の

名前も。

令和５年秋にオープン予定。遺跡の紹介展示や体験学習

を行う「ガイダンス棟」と1353点の国の重要文化財出土

品の収蔵、展示を行う「重要文化財棟」を建設中。

板状安山岩は、倉吉市から旧気高郡に分布す

る古墳時代後期（６～７世紀）の横穴式石室

の石材として使用されている。板状に割れる

石材を用いた独特の形の石室で、扁平板石組

石室と呼ばれる。後背の丘陵に分布する吉川

古墳群の石室に採用されている。

第20次発掘調査現場

紀元前４世紀～紀元３世紀（弥生時代前期末～古墳時

代前期）の集落遺跡。脳が残った人骨、国内各地域や

中国・朝鮮半島との交流を示す遺物など豊富な出土品

から「地下の弥生博物館」とも呼ばれる。特に中心域

と呼ばれるやや標高が高く溝で囲まれた場所では、遺

物や遺構が数多く見つかっており、当時の人々の活動

の中心場所であったと考えられる。

吉川古墳群

(線刻壁画)

第13・14次発掘調査地

（古代山陰道？）

旧芦崎港ビューポイント

国史跡青谷上寺地遺跡

青谷御蔵跡

相屋神社社叢

「三代実録」（877年）に記載が残る神社。

元は丸山に鎮座。スダジイを中心とした照葉

樹林が広がり、県指定天然記念物。

狛犬は石工「川六」が安政４年（1857年）に製

作。狛犬が上にある変わった灯籠は天保六年

（1835年）と慶應二年（1866年）に製作。


